
10月に『ヴォラーレ』で日本におけるソロ・デビューを果たしたイ

タリアン・ピアニスト＝ステファノ・ボラーニの同第２作が早くも登

場した。『黒と褐色の幻想』と題されたこのアルバム、実は『ヴォラー

レ』と同日に同じメンバーでレコーディングされたものだ。つまりス

テファノ・ボラーニ・トリオは、2002年7 月7 ､8日にローマのスタジ

オでアルバム２枚分の吹き込みを行ったというわけである。このよう

な形のレコーディングは取り立てて珍しいものではない。しかし連続

で発売することは、やはり異例だというべきだろう。通例なら半年な

り１年なり、間隔を開けてリリースするものだからだ。まして日本で

はまだまだ無名な存在のアーティストを紹介するのであれば、ここは

じっくりと丁寧にプロモーションをかけよう、との思いが働くのが自

然であろう。ところがヴィーナスレコードのオーナー／プロデューサ

ー、原哲夫氏は常識破りの連続発売という策で、ステファノ・ボラー

ニの名前を一気に日本のファンの間に浸透させようと考えた。そうい

えば、ヴィーナスはつい先日、スティーヴ・キューン・トリオの新作

でユニークなアイデアを打ち出したばかりだ。ベーシストが異なる２

つのトリオで、同じ曲を素材に同日のレコーディング・セッションを

行った、というもの。しかも２枚同時発売である。ヴィーナスでは女

性をあしらったジャケット・デザインが多い中、書家による文字をあ

しらったデザインも異色と言うべきものだった。

本アルバムの主人公であるステファノ・ボラーニは、人材ひしめく

イタリアン・ピアニストにあって、急速に台頭してきた才人の１人で

ある。1972年5 月12日イタリア、ミラノ生まれ。15歳でプロ入りした

という早熟ぶりを示した。フィレンツェのケルビーニ音楽院を卒業後、

イタリアン・ポップスの世界で仕事を行いながら、ジャズ・ピアニス

トとしても活動。フィル・ウッズ、グレッグ・オズビー、パオロ・フ

レス、リシャール・ガリアーノ、ハン・ベニンク、パット・メセニー、

ケニー・ホイラー、ラズウェル・ラッド、エリオット・シャープ、ジ

ーナ・パーキンス、トニーニョ・オルタ等と共演。参加アルバムは30

作を超える。98年にはイタリアを代表するジャズ専門誌「Musica Jazz 」

の“ニュー・タレント賞”を、2000年にはイタリアの“ジャンゴ賞”

を獲得した。ジャズ、クラシック、エレクトリック／アコースティッ

クの実験音楽等、守備範囲の広い音楽性はボラーニの世代感覚のなせ

る技と言っていいかもしれない。以下にボラーニのリーダー作を挙げ

ておこう。

1.MAMBO ITALIANO / STEFANO BOLLANI-ARES

TAVOLAZZI (Philology)

2.L'ORCHESTRA DEL TAITANIC (Via Veneto Jazz)  1999

3.Rava Plays Rava / Enrico Rava-Stefano Bollani (Philology)

4.ABBASSA LA TUA RADIO (In Edicola) 2000

5.HOMMAGE TO BILL EVANS AND JIM HALL / LUIGI

TESSAROLLO-STEFANO BOLLANI (Soul Note)

6.IL CIELO DA QUAGGIU (VVJ) 2001

7.LES FLEURS BLEUES (Label Bleu) 2001

8.MONTREAL DIARY / RAVA-BOLLANI(Label Bleu) 2001

9.VOLARE (Venus Records) 2002

10.BLACK AND TAN FANTASY (Venus Records)2002 (＝本アルバ

ム）

これらのうち、2.はトリオにギター、アコーディオン、ヴォーカルが

加わった編成で、ボラーニの音楽性を多角的に楽しめる。6.は同じメ

ンバーによる2.の続編。同名のフレンチ・ノベルからタイトルを拝借

した7.は、ボラーニのオリジナルが中心のソロ＆トリオ作。優れたピ

アノ・テクニックと音楽的センスの両面をとらえた秀作でアメリカの

ジャズ・マガジン「ダウン・ビート」では四つ星であった。8.はこの

ところボラーニが共演する機会の多いベテランのイタリアン・トラン

ペッター＝エンリコ・ラバとのデュオで、2001年の“モントリオー

ル・ジャズ・フェスティヴァル”におけるライヴ。ラバのオリジナル

を中心に、２人のメロディアスなセンスが存分に発揮されている。

Label Bleuのファンにはお馴染みの写真家ギ・ル・ケレックが撮影し

たブックレットも同封されており、アートワークも贅沢な仕様だ。

今年、日本で発売されたボラーニの参加作が２枚ある。１枚はヴィ

ーナスレコードの原盤制作によるエンリコ・ラバ・カルテットの『ル

ネッサンス』だ。ラバが大きな影響を受けたマイルス・デイヴィスと

チェット・ベイカーのレパートリーで構成したトリビュート作。メン

バーは、ラバ、ボラーニ、ロザリオ・ボナコルソ(b) 、ロベルト・ガッ

ト(ds)という新旧イタリアンで、おそらくボラーニが最年少。「ディ

ア・オールド・ストックホルム」「マイ・ファニー・ヴァレンタイン」

等、むしろボラーニが日常的に演奏しないと思われるナンバーに取り

組んでいる点が要注目だ。もう１枚はジョヴァンニ・トンマーゾ(b) と

ラバのダブル・リーダー作『ドルチェ・ヴィータ～ジャズ・イン・

ザ・ムービーズ』(CAM Jazz)だ。「モア」「女の香り」等の映画音楽を

収録。オーソドックスな４ビートよりも、楽曲のオリジナルなメロデ

ィを重視した点が聴きどころとなっている。

イタリアン・ソングを集めた前作『ヴォラーレ』に対し、今回登場

する本アルバム『黒と褐色の幻想』は、アメリカ人の作曲家によるス

タンダード・ナンバーを中心に構成されているのが特色だ。とりわけ

デューク・エリントン～ビリー・ストレイホーンのナンバーを４曲演

奏している点に、ボラーニのバックグラウンドがうかがえる。ベーシ

ストのアレス・タヴォラッジはボラーニがエンリコ・ラバ、ジャン

イ・バッソと共演した『FLASHBACK 』(2001 年､Philology) に参加。

ドラマーのウォルター・パオリは、先にリストアップしたボラーニの

リーダー作の中で、2.6.に参加している。現在イタリアではこのメンバ

ーでステファノ・ボラーニ・トリオは活動している。

●ジャスト・ワン・オブ・ゾーズ・シングス

重量感溢れるイントロダクションには、すぐにこの曲だとは認められ

ない迫力がある。テーマに移ってからのボラーニのプレイは、オリジ

ナルのメロディを単になぞろうなどというものとは対局の、アグレッ

シブな決意を感じさせる。

●黒と褐色の幻想

１曲目のエリントン・ナンバー。最初のベースの１音が、この曲の

ムードを決定しているといっても過言ではない。途中でフィーチャー

されるベース・ソロを聴いてもわかるように、イタリンのタヴォラッ

ジも、ジャズの偉大な伝統を継承していることをここで証明。

●白日夢

1940年に発表されたビリー・ストレイホーンのナンバー。ピアノの

テーマ・ステイトメントは比較的シンプル。しかし３分31秒という短

い演奏時間でベースにスポットライトを当てたあたりは、ボラーニの

メッセージなのかもしれない。ロング・ヴァージョンでもよかったと

思えるほどだ。

●恋の終わり

1931年にミルドレッド・ベイリーが歌ったナンバー。スインギーに

メロディを展開するボラーニの演奏がすこぶる魅力的だ。楽曲の美点

を浮き彫りにした上で、自身のオリジナリティも表現しているのが素

晴らしい。

●イッツ・オールウェイズ・ユー

フランク・シナトラ、チェット・ベイカーらボーカル・ヴァージョ

ンが多いこの曲を、ピアノ・トリオで採用したセンスに惹かれる。41

年のトミー・ドーシー楽団のヴァージョンがヒットしたとはいえ、こ

れは隠れ名曲。そしてまたしてもベース・ソロをフィーチャー。トリ

オとしての主張を前面に出している点に、好感を抱く。

●イッツ・ユー・オア・ノー・ワン

テーマ・メロディを表現するために、様々なアングルから攻めるボ

ラーニに注目したい。またアップ・テンポでグイグイと弾き進む場面

も、自信が漲っている。ベース・ソロが続き、ドラムスとの小節交換

を経て、新しいメロディが生まれる雰囲気へと移行。もしこれがライ

ヴ・パフォーマンスだったら、さらに新しい展開が期待できるかも、

と思うと、彼らの生演奏を見たい気持ちが湧き上がってくる。

●最後の夜

これはラテン・アメリカからの一曲。日本では「有馬徹とノーチ

ェ・クバーナ」の演奏で知られている。曲調もタンゴ風のキメが入っ

ているし、エンディングもピタリと決まっている。ピアノ弦をミュー

トさせるオープニングもユニーク。パオリのドラミングも楽想に独自

の工夫を加えたもので面白い。

●フラワー・イズ・ア・ラブサム・シング

テーマにおけるテンポの扱い方がユニーク。息を継がないボラーニ

のプレイは、まるでシーツ・オブ・サウンド。１つ見逃せないのは、

このところいくつかのアルバムで散見できる、トニー・ウイリアムス

「シスター・シェリル」と同じリズム・パターンがここでも使用されて

いることだ。

●ソフィスティケイテッド・レディ

通例、リズムを強調しないスロー・テンポで演奏されることが多い

この曲を、異なるアプローチでプレイしている。他の曲でも認められ

ることだが、ボラーニはおそらく過去の様々なヴァージョンを踏まえ

た上で、自分なりのオリジナリティを表現しようと努めている。この

部分にボラーニの今後の可能性が開かれていると思えるのだ。
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Black And Tan Fantasy
黒と褐色の幻想

Stefano Bollani Trio
ステファノ・ボラーニ・トリオ

1. ジャスト・ワン・オブ・ゾーズ・シングス
Just One Of Those Things《 porter 》( 3 : 49 )

2. 黒と褐色の幻想
Black And Tan Fantasy《 Ellington - Miley 》( 4 : 32 )

3. 白昼夢
Day Dream《 Strayhorn 》( 3 : 31 )

4. 恋の終わり
Iﾕm Thru With Love《 Kahn - Malneck - Livingston 》( 5 : 07 )

5. イッツ・オールウェイズ・ユー
Itﾕs Always You《 Van Heusen - Burke 》( 5 : 50 )

6. イッツ・ユー・オア・ノーワン
Itﾕs You Or No One《 Kahn 》( 5 : 56 )

7. 最後の夜
La Ultima Noche《 Collazo 》( 4 : 36 )

8. フラワー・イズ・ア・ラブサム・シング
Flower Is A Lovesome Thing 《 B. Strayhorn 》( 5 : 35 )

9. ソフィスティケイテッド・レディ
The Sophisticated Lady《 D. Ellington-Parish - Mills 》( 6 : 19 )

ステファノ・ボラーニ Stefano Bollani《 piano 》
アレス・タヴォラッジ Ares Tavolazzi《 bass 》
ウォルター・パオリ Walter Paoli《 drums 》
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